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今年からＪ１に昇格したばかりで、甲府旋風を巻き起こしている山梨

のプロサッカーチーム「ヴァンフォーレ甲府」

平成 18 年 4 月 23 日、この日はホームで「横浜Ｆ・マリノス」と対戦

しました！試合は 1対 0で甲府の勝利！

あこがれのスター選手に囲まれ、丹波山サッカークラブの選手たちも

Ｊリーガーと同じピッチに立ちました。

将来はサッカー選手になって、世界へ羽ばたく日がくるのでしょうか？

平成18年5月

いちまいの写真から…

保育所入所式････････････････２

丹波中学校入学式････････････３

消防団任命式････････････････３

新年度予算を見る････････４～５

お知らせ････････････････････６

国民年金保険料･･････････････６

ごみ収集予定････････････････７

村職員の配置と担当･･････････８

人口と世帯（4月 1日現在）　人口 825　男 406　女 419　世帯 366

主なもくじ
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春、新しい出会いの季節です。

　

平
成
18
年
４
月
５
日
、
保
育
所
入
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
か
わ
い
い
お
友

だ
ち
が
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

伸の
ぶ
ひ
で豪
く
ん
、
優ゆ
う
き希
く
ん
、
誠せ
い
や也
く
ん
。

　

甘
え
ん
坊
の
誰
か
さ
ん
も
、
暴
れ
ん
坊
の
誰

か
さ
ん
も
、
今
日
ば
か
り
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

た
の
か
な
〜
？

　

先
生
や
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
や
さ
し
い

歌
で
迎
え
ら
れ
、
最
初
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し

て
い
た
け
れ
ど
、
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
「
ハ
ー
イ
！
」
と
元
気
な
返
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

楽
し
い
お
歌
に
お
ゆ
う
ぎ
と
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
る
事
で
し
ょ
う
。

　

酒
井
望
先
生
が
退
職
し
、
こ
の
４
月
か
ら
は

久
保
田
崇
史
先
生
と
舩
木
弘
子
先
生
、
さ
ら
に

は
木
下
加
津
子
先
生
、
河
村
保
子
先
生
、
芦
澤

ま
ゆ
み
先
生
も
交
代
制
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▲村長さんをかこんで、はいチーズ！▲舩木伸豪くん（保之瀬・和久さん）▲芦澤優希くん（下組・将一郎さん）

▲大石誠也くん（上組・太さん）

保
育
所
入
所
式

春、白銀の雪景色からピンクの彩りに･･･。

桜の花より一足早く、保育所では入所式が ､中学校では入学式が行われました。

今年は残念ながら小学校の入学式がありませんでしたが、

新しい先生との出会いがありました。

春になるとなぜか「シクシク」「ワクワク」「ドキドキ」がいっぱいです。

丹波の元気なチビッ子たちにも、今、新しい出会いが生まれました。

平成18年度各地区役員 新年度の区長を始め、各地区の役員が決定いたしました
ので、ご紹介いたします。（敬称略）

奥　秋 上　組 中　組 下　組 高　尾 押垣外 保之瀬 東　部

区　　長 舩木久夫 坂本英光 坂本　求 芦澤将一郎 山田　久 白木　勉 舩木喜多男 河村利一

区長代理 芦澤文男 廣瀬俊之 守屋富重 坂本五一 舩木三千男 浅沼　亀 岡部　晃
河村清一
松島三郎
小林敏男

衛生協力員 木下寿文 守屋政富 舩木　忠 田中寿二 楳澤武人 浅沼　亀
舩木秀恭
舩木浅一

吉野光男
岡部　靖
小林一三
嶋—兵市
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丹
波
中
学
校
入
学
式

　

平
成
18
年
４
月
６
日
、
丹
波
中
学
校
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若わ
か
な菜

さ
ん
、
有ゆ

き希
さ
ん
、
猶な
お
あ
き晃

く
ん
、
萌も
え

さ
ん
の
４
名
が
真
新

し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
丹
波
中
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
、

中
学
生
と
し
て
の
輝
か
し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら
の
歓
迎
の
演
奏
「
カ
ン
ト
リ
ー
・
ロ
ー
ド
」「
オ
ブ

ラ
デ
ィ
・
オ
ブ
ラ
ダ
」
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
、
こ
れ
か
ら
自
分

た
ち
が
手
に
す
る
楽
器
に
、
興
味
い
っ
ぱ
い
キ
ラ
キ
ラ
視
線
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

▲岡部若菜さん（鴨沢・康平さん）

　
【
新
入
団
員
】

守
屋
秀
寿　

廣
瀬
浩
蔵　

白
木
孝
郎

舩
木
良
哲　

大
河
和
教　

青
p
秀
和

　
【
新
幹
部
】

団　

長　
　

舩
木
昭
和

副
団
長　
　

岡
部　

清

副
団
長　
　

藤
原　

貢

第
一
部
長　

小
林
弘
幸

第
二
部
長　

河
村
直
樹

専
任
班
長　

木
下
喜
人

専
任
班
長　

岡
部
栄
久

専
任
班
長　

橋
詰　

修

専
任
班
長　

木
下
武
久

専
任
班
長　

岡
部
隆
一

　
【
退
団
者
】

舩
木　

伯　
　
（
第
一
部
長
）

松
島
信
一　
　
（
第
二
部
長
）

酒
井
由
記
夫　
（
第
一
部
専
任
班
長
）

小
林　

薫　
　
（
第
二
部
班
長
）

酒
井
智
生　
　
（
第
二
部
班
長
）

橋
詰
幸
起　
　
（
第
二
部
班
長
）

平成 18 年 4 月 1 日、郷土民俗資料館で丹波山村消防団任命式が厳粛かつ盛大
に挙行されました。
６名の新入団員が加わり、長年にわたり消防活動にご尽力いただいた舩木伯
第一部長をはじめ６名が退団され ､舩木昭和団長のもと新しい幹部・役員が
そろいました。（敬称略）

丹波山村消防団任命式

▲白木有希さん（上組・敏彦さん）

▲武井猶晃くん（中組・明信さん） ▲田中　萌さん（高尾・雄二さん）

▼

在
校
生
か
ら
の
歓
迎
の
演
奏

▲誓いのことば　新入生代表の若菜さん

▲新入団員代表、守屋秀寿さん

▲幹部の皆さん ､ お疲れ様でした
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使用料及び手数料
4,295（0.4%）

村税 61,670
（5.2%）

国県支出金 
61,104（5.2%）

地方交付税
580,000（49.2%）

繰入金 165,000
（14.0%）

諸収入 141, 481
（12.0%）

村債 115,70 0
（9.8%）

繰越金 
15,000（1.3%）

分担金及び負担金
5,35 9（0.5%）

その他 28, 391（2.4%）

厳しい財政状況
平成18年度新予算を見る！

平成 18 年度の丹波山村一般会計予算は、歳入歳出と

も 11 億 7,800 万円となりました。

国・地方とも厳しい財政状況の中、岡部政幸村長の初

めての新年度予算編成となり、新たな施策を予算化し

た結果、前年度比 34.1％増の積極型予算となりました。

地方交付税の減少による財源不足は否めないものの、

経費削減をする中で、観光立村を目指し、福祉や教育

にしわ寄せの出ないよう、村の実情に合った事務事業

を優先して予算化いたしました。

それでは、歳入歳出の主なものを見てみましょう。

　

歳
入
の
状
況
は
、
依
然
と
し
て
地

方
交
付
税
に
頼
る
厳
し
い
財
政
状
況

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

自
主
財
源
と
呼
ば
れ
る
文
字
ど

お
り
村
が
自
力
で
収
入
で
き
る
財
源

は
、
２
億
５
０
０
０
万
円
あ
ま
り
と

全
体
の
21
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

村
税

６
１
６
７
万
円

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
村
民

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
の

ほ
か
、
た
ば
こ
税
、
の
め
こ
い
湯
の

入
湯
税
な
ど
で
す
。

　

個
人
村
民
税
も
納
税
義
務
者
が
高

齢
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税

５
億
８
０
０
０
万
円

　

村
収
入
の
大
半
を
占
め
る
地
方
交

付
税
で
す
が
、
国
の
政
策
の
影
響
も

あ
り
交
付
額
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
財
政
の
厳
し
さ
に
拍
車
が
か
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金

５
３
５
万
９
千
円

　

保
育
所
の
入
所
費
や
学
校
給
食
費

の
負
担
金
な
ど
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料

４
２
９
万
５
千
円

　

村
営
住
宅
や
山
村
留
学
住
宅
の
家

賃
収
入
な
ど
で
す
。

国
県
支
出
金

６
１
１
０
万
４
千
円

　

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
で
す
。

　

負
担
金
は
身
体
障
害
者
援
護
費
な
ど

福
祉
関
係
負
担
金
が
主
な
も
の
で
す
。

　

補
助
金
は
林
道
舗
装
工
事
や
水
道

施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
建
設
事
業

費
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

委
託
金
は
国
民
年
金
事
務
や
県
税

徴
収
事
務
の
委
託
金
な
ど
で
す
。

繰
入
金

１
億
６
５
０
０
万
円

　

財
源
不
足
を
補
う
基
金
か
ら
の
取

り
崩
し
で
す
。

　

今
後
も
財
源
不
足
が
続
き
、
毎

年
度
取
り
崩
し
続
け
る
こ
と
に
な
る

と
、
基
金
残
高
が
底
を
つ
い
て
し
ま

う
の
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

繰
越
金

１
５
０
０
万
円

　

前
年
度
か
ら
の
剰
余
金
で
今
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
る
も
の
で
す
。

村
債

１
億
１
５
７
０
万
円

　

い
わ
ゆ
る
村
の
借
金
、借
入
金
で
す
。

　

今
年
度
の
借
入
予
定
は
、
林
道
舗
装

工
事
、
遊
歩
道
整
備
、
水
道
施
設
整
備

に
充
て
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
ほ
か
、

地
方
交
付
税
の
減
収
分
を
借
入
金
で

補
う
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
で
す
。

諸
収
入

１
億
４
１
４
８
万
１
千
円

　

立
木
・
下
水
道
管
理
に
対
す
る
東

京
都
交
付
金
の
ほ
か
、
山
岳
ト
イ
レ

建
設
費
の
都
交
付
金
が
あ
り
ま
す
。

歳　

入

歳入予算の内訳
（単位：千円）

一般会計　予算
11億7,800万円
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歳
出
の
状
況
は
、
義
務
的
経
費

（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）
が

３
５
・
９
％
を
占
め
る
中
、
限
ら
れ

た
財
源
を
効
率
よ
く
配
分
し
ま
し
た
。

人
件
費

１
億
７
５
７
２
万
１
千
円

　

村
議
会
議
員
や
各
種
委
員
の
報

酬
、
村
職
員
の
給
料
な
ど
で
す
。

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
村
職
員
給
料

は
大
幅
な
改
正
を
さ
れ
ま
し
た
。

扶
助
費

１
８
９
２
万
１
千
円

　

乳
幼
児
医
療
費
や
身
体
障
害
者
医

療
費
の
助
成
金
や
老
人
福
祉
施
設
入

所
費
な
ど
で
す
。

公
債
費

２
億
２
７
８
０
万
円

　

こ
れ
ま
で
に
借
り
た
村
債
の
返

済
金
で
、
平
成
18
年
度
末
の
残
高
は

１
５
億
４
１
９
０
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
地
方
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。

物
件
費

１
億
７
８
２
１
万
８
千
円

　

役
場
や
学
校
な
ど
村
の
公
共
施
設

の
光
熱
水
費
や
通
信
費
な
ど
の
管
理

費
と
事
務
消
耗
品
、
外
部
委
託
料
な

ど
の
消
費
的
経
費
で
す
。

　

パ
ー
ト
従
業
員
の
賃
金
も
物
件
費

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

維
持
補
修
費

１
６
５
万
１
千
円

　

道
路
の
舗
装
補
修
費
や
建
物
の
修

繕
費
や
改
築
費
で
す
。

　

施
設
が
古
く
な
っ
て
い
く
と
と
も

に
修
繕
個
所
も
増
え
、
今
後
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

補
助
費

１
億
２
１
１
０
万
７
千
円

　

国
や
県
へ
対
す
る
負
担
金
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

大
月
消
防
本
部
、
小
菅
丹
波
山
衛

生
組
合
に
対
す
る
負
担
金
、
バ
ス
路

線
維
持
対
策
、
夏
ま
つ
り
丹
波
実
行

委
員
会
へ
の
補
助
金
が
主
な
も
の
で

す
。

　

小
菅
丹
波
山
衛
生
組
合
に
つ
い
て

は
ご
み
処
理
施
設
撤
去
に
向
け
て
、

今
年
度
負
担
金
と
し
て
予
算
計
上
し

ま
し
た
。

操
出
金

２
億
８
０
５
３
万
９
千
円

　

特
別
会
計
の
不
足
分
を
一
般
会
計

か
ら
補
う
も
の
で
す
。

　

主
な
も
の
は
下
水
道
会
計
、
簡
易

水
道
会
計
へ
の
建
設
費
操
出
金
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費

１
億
５
３
７
２
万
３
千
円

　

補
助
事
業
費
は
９
７
４
２
万
３
千

円
で
、
主
な
事
業
は
林
道
大
指
線
舗

装
工
事
、
保
之
瀬
・
鴨
沢
水
道
施
設

整
備
費
な
ど
で
す
。

　

単
独
事
業
費
は
５
６
３
０
万
円

で
、
主
な
事
業
は
貝
沢
遊
歩
道
整
備

費
、山
岳
ト
イ
レ
建
設
費
な
ど
で
す
。

歳　

出

■国保（事業）特別会計

1億 1,385 万 6 千円

国民健康保険の運営

■国保（直診）特別会計

9,647 万円

医科・歯科診療所の運営

■介護保険特別会計

6,306 万 5 千円

介護保険の運営

■介護サービス特別会計

96 万 3千円

介護サービスの運営

■老人保健特別会計

１億 2,385 万 7 千円

70 歳以上の方の老人医療
保険の運営

■簡易水道事業特別会計

4,097 万 4 千円

水道施設の維持管理と施
設整備

■下水道事業特別会計

3億 9,213 万 2 千円

下水道施設の維持管理と
施設整備

■温泉事業特別会計

1億 9,260 万円

丹波山温泉のめこい湯の
運営

■水源の里事業特別会計

3,966 万円

つり場、そば処、すべり
台など観光施設の運営

■奨学資金特別会計

500 万円

高校･大学進学者への奨学
金の貸付

■有線テレビ特別会計

463 万 8千円

有線テレビ放送･インター
ネット施設の運営

特別会計
当初予算

民生費 
143,694
（12.2%）

総務費 
128,37 7
（10.9%）

農林水産業費
156,571
（13.3%）

土木費 
212,789
（18.1%）

教育費 
95, 68 0
（8.1%）

その他 2,502
（0.2%）

公債費 
227,800
（19.3%）

議会費 27,696
（2.4%）

衛生費 
60,224
（5.1%）

商工費 76,116（6.5%）

消防費
46,551
（4.0%）

歳出予算の内訳
（単位：千円）
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■
各
種
検
診
制
度
が
改
正

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
種
検
診
を
次
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
対
象
者
を
「
40
歳
以
上
（
子
宮

が
ん
は
20
歳
以
上
）
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

お
よ
び
社
会
保
険
の
本
人
以
外
の
方
」
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
、
個

人
負
担
金
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
５
月
11
日
（
木
） 

午
前
８
時
30
分
〜
12
時

　

会
場　

中
央
公
民
館

基
本
健
診

１
０
０
０
円

腹
部
超
音
波
検
診

１
０
０
０
円

便
潜
血
検
査

６
０
０
円

骨
粗
鬆
症
検
査

６
０
０
円

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
（
70
歳
以
下
）
７
０
０
円

●
６
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時

　

会
場　

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

乳
が
ん
検
診

（
49
歳
以
下
）

７
０
０
円

同

（
50
歳
以
上
）

８
０
０
円

子
宮
が
ん
検
診

（
20
歳
以
上
）

７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

■
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
の
自
衛
官
募
集
の
内
容
が
決
ま

り
ま
し
た
。
募
集
種
目
に
よ
り
応
募
資
格
、
受

付
期
間
、
試
験
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
応
募

希
望
者
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部　

大
月
募
集
事
務
所

お
問
い
合
わ
せ　

０
５
５
４
（
２
２
）
１
２
９
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

お
知
ら
せ

■
指
定
管
理
者
制
度

　

５
施
設
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
村
で
は

次
の
５
施
設
に
制
度
を
適
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
共
施
設
の
管
理

運
営
な
ど
を
、
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
に
委
託

す
る
制
度
で
す
。

・
生
産
物
直
売
所
（
保
之
瀬
）

・
養
魚
場
（
奥
秋
）

・
緑
地
等
管
理
セ
ン
タ
ー
（
奥
秋
）

・
特
産
品
直
売
所
（
高
尾
）

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
下
組
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

　

安
心
し
て
体
力
づ
く
り
を
！

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

行
う
５
名
以
上
の
団
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

活
動
中
に
起
き
た
事
故
の
傷
害
や
損
害
賠
償

責
任
を
補
償
し
、
ま
た
急
性
心
不
全
や
脳
内
出

血
な
ど
の
突
然
死
の
見
舞
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
梨
県
支
部

お
問
い
合
わ
せ　

０
５
５
（
２
４
３
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

■
丹
波
の
四
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
作
品
募
集
中
！

　

今
年
で
16
回
目
を
数
え
る
「
丹
波
の
四
季
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
」の
応
募
作
品
を
募
集
中
で
す
。

　

四
季
折
々
の
自
然
や
お
祭
り
な
ど
、
丹
波
の

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

締
め
切
り
は
６
月
15
日
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

■平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月分の保険料は月額 13,860 円です。

■便利でお得な「口座振替」がおすすめです。

　当月末に口座振替すると月々 50 円の割引、まとめて 1年分を口座振替すると 3,490 円の割引です。

■お得な「前納割引制度（まとめ前払い）」がおすすめです。

　現金で 1年分をまとめてお支払いいただくと 2,950 円の割引、6ヶ月の場合は 680 円の割引です。

山梨社会保険事務局大月事務所　電話　0554（22）3811

　所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困

難な場合には、本人の申請手続によって「免除」「一部

納付（一部免除）」または「猶予」される制度があります。

■免除（全額免除・一部納付）申請

　本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合

に、申請手続をすることにより、保険料の納付が全額免

除または 1/4 納付・半額納付・3/4 納付の一部納付とな

ります。

■若年者納付猶予申請

　30 歳未満の方で、本人･配偶者の前年所得が一定額以

下の場合に、申請手続をすることにより、保険料の納付

が猶予されます。

■学生納付特例申請

　学生の方で本人の所得が一定額以下の場合に、申請手

続をすることにより、保険料の納付が猶予されます。

国民年金保険料の納付について
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 日 月 火 水 木 金 土
       �

� �� �� �� �� �� �� �

� �� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��

 日 月 火 水 木 金 土
� � �� �� �� �� �� ��

� �� �� �� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��

 日 月 火 水 木 金 土
� � � � � �� �� ��

� �� �� �� �� �� �� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��

 日 月 火 水 木 金 土
� � � �� �� �� �� ��

� �� �� �� �� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��

 日 月 火 水 木 金 土
       �

� �� �� �� �� �� �� �

� �� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

� ��� ��

 日 月 火 水 木 金 土
� � � � � � �� ��

� �� �� �� �� �� �� ��

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��

平成18年6月

平成18年8月 平成18年9月

平成18年4月 平成18年5月

平成18年7月

燃えるごみ

燃えないごみ（カン・乾電池類）

燃えないごみ（ビン・陶器類）

資源ごみ（ダンボ－ル）

粗大ごみ
※資源ごみの雑誌類、新聞、ペットボトル、白トレイの収集は、
　その都度防災無線でお知らせします。
※予定につき変更または中止になる時があります。
　テレビの9チャンネルか防災無線で確認してください。

平成 18年度　上半期

ごみ収集
予定日
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村
職
員
の
配
置
と
担
当

村　

長　
　

岡
部
政
幸

助　

役　
　

坂
本　

求

　
【
議
会
事
務
局
】

局　

長　
　

守
屋　

勤　
　

議
会　

選
挙

　
【
総
務
観
光
課
】

課　

長　
　

坂
本
五
一　
　

課
の
統
括　

人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
全
般

主　

査　
　

木
下
喜
人　
　

観
光　

水
源
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
ま
つ
り

副
主
査　
　

白
木
敦
子　
　

出
納

主　

任　
　

芦
澤
泰
士　
　

財
政　

過
疎
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
産
管
理

主　

任　
　

守
屋　

剛　
　

出
納　

共
済
組
合

主　

事　
　

杉
浦
宏
治　
　

住
民
税　

給
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
業　

土
木

主　

事　
　

岡
部
英
利　
　

固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽
自
動
車
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防　

農
業

臨
時
職
員　

吉
野
松
見　
　

庁
内
用
務

　
【
住
民
生
活
課
】

課　

長　
　

田
中
寿
二　
　

課
の
統
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
衛
生

主　

査　
　

吉
野
一
也　
　

国
保　

老
人
保
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
・
障
害
福
祉

副
主
査　
　

木
下
武
久　
　

戸
籍
住
民　

年
金

副
主
査　
　

芦
澤
将
一
郎　

簡
易
水
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
水
道　

浄
化
槽

主　

任　
　

長
谷
川
達
弥　

高
齢
者
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
保
険

保
健
師　
　

長
田
朋
美　
　

保
健
事
業

業
務
員　
　

安
藤
敬
司　
　

水
道
技
師

　
【
医
科
診
療
所
】

医　

師　
　

古
屋
禎
男

看
護
師　
　

武
井
千
春

主　

事　
　

中
村
達
也　
　

医
療
事
務

臨
時
職
員　

田
中
裕
子　
　

受
付　

所
内
用
務

　
【
歯
科
診
療
所
】

歯
科
医
師　

渡
邊
日
出
男

主
事
補　
　

岡
部
順
子　
　

受
付　

助
手

　
【
保
育
所
】

保
育
士　
　

久
保
田
崇
史

臨
時
職
員　

舩
木
弘
子　
　
（
新
採
用
）

臨
時
職
員　

橋
詰
幸
子　
　

給
食　

所
内
用
務

　
【
教
育
委
員
会
】

教
育
長　
　

廣
瀬
俊
之　
　

委
員
会
の
統
括

次

長

清
水
善
明

委
員
会
事
務
の
総
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育

副
主
査　
　

木
下
和
彦　
　

広
報　

情
報
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

主　

事　
　

相
生
有
得　
　

社
会
体
育　

給
食

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
線
テ
レ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
【
小
学
校
】

村
単
教
員　

吉
原
崇
夫

臨
時
職
員　

岡
部
美
子　
　

学
校
用
務

　
【
中
学
校
】

臨
時
職
員　

清
水　

都　
　

学
校
用
務

　
【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

臨
時
職
員　

芦
澤
美
奈
子　

給
食
調
理

臨
時
職
員　

木
下
礼
子　
　

給
食
調
理

臨
時
職
員　

岡
部
智
子　
　

給
食
調
理

　
【
民
俗
資
料
館
】

臨
時
職
員　

魚
田
恵
美
子　

館
内
用
務

　
【
温
泉
交
流
課
（
の
め
こ
い
湯
）】

課　

長　
　
　

橋
詰　

武　

支
配
人

業
務
員　
　
　

白
木
敏
彦

業
務
員　
　
　

酒
井
裕
子

臨
時
職
員　
　

川
端
勇
一

臨
時
職
員　
　

嶋
—
幸
江　

臨
時
職
員　
　

岡
部
鈴
子

臨
時
職
員　
　

岡
部
真
澄

臨
時
職
員　
　

嶋
—　

恵

臨
時
職
員　
　

岡
部
照
子

臨
時
職
員　
　

守
屋
モ
リ
江

臨
時
職
員　
　

岡
部
博
美

臨
時
職
員　
　

川
端
ゆ
か
り

臨
時
職
員　
　

三
宮
美
和

臨
時
職
員　
　

田
中
恵
子

臨
時
職
員　
　

川
端
良
子

　
【
観
光
協
会
】

事
務
局
員　
　

楳
澤
幸
江　

観
光
案
内

　
【
水
源
の
里
】

臨
時
職
員　
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平成18年4月1日、役場の機構が新しくなりました。
●観光の振興、イベントなど交流事業の展開に重点をおき「総務観光課」を設立。

●温泉を中心とした観光集客を図るため「のめこい湯」を「温泉交流課」に昇格。

●住民の利便性向上のため、村民の暮らしに密接な事務事業を「住民生活課」に集約。

●情報発信体制を強化するため「教育委員会」に広報・情報化分野を統合して配置。

平成 18 年 1 月 28 日～ 4 月 25 日
までに受理したものです。

■おくやみ
ご冥福をお祈り申し上げます。

岡部正勝さん　87 歳（保之瀬）
舩木安男さん　58 歳（上組）

▲新任の守重清次消防士

▲大月から２ヶ月間応援です
　前田容輝消防副士長

戸籍係です


